（A-3）
境界の軍談［松風の関］
	ここに掲載したのは，福岡県山門郡山川町に伝わる『平家物語』です。半世紀前の伝承を復元しました。
注目すべき点は，以下のとおりです。

(1) 射的橋

(2) 西行伝承

(3) 肥後（三加和町）の平家伝承

(4) 山の道

(5) 高田町平

今回復元をした資料は，決定版ではありません。皆様のご意見をうかがいながら，さらに訂正・補正をしていきたいと存じます。
ご連絡は，下記までお願いいたします。

　　　　　　　　　→ 山川町教育委員会　TEL 0944－67－0437

　　　　　　　　　→ office NAKAI（nakai@thu.ac.jp）


ここは，福岡県山門郡山川町の物見塚の上です。

数日前の豪雨のため，ふだんは風光明媚な川原も水底に沈み，川の水は恐ろしいばかりの勢いで渦を巻いて流れています。それは，これから起こる悲劇の幕開けを告げていました。

　　　＊　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　＊

　「源氏の軍勢は，まだ見えないか？」

　「清水寺の僧兵たちが懸命に防戦をしているようです」

　物見塚の上に陣取った武将は，唇を噛み締めました。

清水寺は，筑後平野を見下ろす深い山に中にあります。そこでは，平安時代初期に天台宗を開いた最澄や円仁以来の尊い法統が守られ，ふだんは法華経を読誦（どくじゅ）する声が響いていました。しかし，平氏に味方をしたため，源氏軍の急襲を受け戦乱の舞台となっていることに無念の思いがわいてきます。

それは，平家が正しいとか源氏が優勢だとか，そんな俗世間のことではなく，平和で幸せな暮らしを求めて努力をしてきた結果がこのような日本全国を巻き込んだ戦乱になってしまったことへの痛恨の念でした。

今の自分の姿は，戦うために生きている修羅そのものです。

――この戦いが終わったら，静かに暮らそう。

――自分の家に帰って，子供たちと懸命に生きよう。

殺しあいの日々を過ごしてきた武将たちは，目の前にそびえるお山に向かって誓うのでありました。しかし，多くの戦場を生き抜いてきた武将たちは，ここですべてが終わることを知っていました。

やがて，清水寺から炎があがりました。

　攻めるのは，龍神の生まれ変わりとされる猛将緒方惟能。清水寺が，筑後一の険しい谷に囲まれた自然の要害であっても，陥落するのはもはや時間の問題です。

　清水寺を守るのは，僧兵や山法師たちです。

山法師というのは，山伏のような存在ですが，どちらかといえば無頼の徒とも混じりあう野伏・山伏とは異なり，山や海で厳しい修行を積み知行合一を図った集団です。山や海で暮らすことの多い彼らは，里の人とは異なった感覚を持っていました。方角や時刻は，北極星によって測ります。山のどのあたりにいるのかといったことは，風や空気によってわかります。彼らは，五感を研ぎ澄ますことによって，獣のように山の中を駆け巡ることができたのです。

もちろん山の中に入ってしまえば，食べるものに困らないばかりか，薬草や鉱石の成分まで知り抜いていました。

そして，もっとも注目すべきことは，山の民による独自の情報ネットワークを持っていたということです。戦いでは，山法師たちの情報が大きな役割を果たしました。

どこで何が起こっているのか？

奇襲をかけるための秘密のルートは？

水を確保するための場所は？

このような問題を解決するためには山法師の存在が不可欠でした。源義経･楠正成・徳川家康など，戦いに長じた武将たちは例外なく配下に山法師たちを抱えていました。

　

さて，寿永２年(1183）１０月２０日のことです。都から大宰府に落ちてきた安徳天皇は，豪雨の中を突進してくる藤原頼経と緒方惟能の軍勢の前に防御の体制をとることもできずに蹴散らされてしまいます。

菊池隆直によって松風の関を封鎖され肥後国への道を絶たれてしまった安徳天皇一行は，緒方勢が向かってくる北方へ命からがら逃げなければなりませんでした。このとき先導したのも，おそらく山法師たちであったと考えられます。安徳天皇一行は，彼らの道案内によってたくみに緒方勢を避け，山沿いの裏道を抜けて玄界灘の山鹿へと道を急ぎました。

　緒方勢の急襲を契機に，多くの平家方武将は安徳天皇と袂（たもと）を分かつことになりました。

大勢で逃げれば目につき，緒方勢に襲撃されます。また，北へ逃げのびたところで，食料や水の補給ができません。数百～数千の兵馬が戦闘態勢を維持しながら行軍し陣を敷くためには，補給路の確保や敵情の視察など組織的な対応が求められます。とくに水や食糧を確保するためには，その地方の援助が不可欠です。

　このような事情から，安徳天皇と別れて緒方勢に追われるまま豊前街道を南下してきた武将たちも大勢いました。彼らは，黒木方面へ散っていったり，立花の鹿伏や桐葉へ姿をくらましたりしました。しかし，それには山の道に耐える強靭（きょうじん）な足腰が必要です。とくに都育ちの長い平家の女官たちは，幾日も山の中で野宿をするだけの体力がありません。平坦な豊前街道を逃げてくるよりほかに，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すべ),術)がなかったのです。大宰府から久留米，羽犬塚，さらに清水寺では僧兵たちに助けられ，どうにか要川のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かせんしき),河川敷)までEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たど),辿)り着きました。

　しかし，大津山の関は，菊池隆直の手によって閉ざされています。もはや，逃げる場所はありません。こうして，平氏一党は，要川河川敷の南側に陣を敷き，この地で源氏軍に対して最期の合戦を挑むこととなったのでありました。

清水寺の火は，天に向かって紅蓮の炎を夜空にあげはじめました。そこでは修羅と化した源氏側のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんぽう),先鋒)緒方勢によって焼き討ちが行われ，地獄絵さながらの惨状が現出しているに違いありません。そして，その中で最もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうもう),勇猛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かかん),果敢)な精鋭部隊が，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かまち),蒲地)の山から河原内，そして赤山を超えて佐野の決戦場へと向かって来ようとしているのです。

金甲山から日が昇りました。

早くも障子ケ岳の物見から，「源氏軍来襲！」の第一報が入りました。緒方勢は白旗を高く掲げ，連戦連勝の勢いに乗って攻めかかってきます。

　いよいよ，平家と源氏との九州で最期の合戦の幕開けです。

　平家軍は，川の南側に陣を築き，緒方勢を待ち受けます。この地で源氏を待ち受けたために，後年，この川の名前は待居川と名づけられました。扇のような形をした河川敷の真ん中を流れる川は，要川と名づけられました。

　日本最強の戦闘部隊である緒方勢を中心に構成された源氏軍は，待居川の北側に威風堂々の攻撃のための陣を敷きました。

　数日前の豪雨があがり，河原には秋のさわやかな風が吹いています。

　平氏側から，戦いの作法にならって，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぶら),鏑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),矢)が空高く敵陣に向かって射られました。

　源氏側からも，答礼の矢が返されてきます。

　現在，ここには射的橋が架かっていますが，この橋の名前はこのときの矢合わせに由来しています。まさに聖地の象徴といえます。

　激しい戦いが始まりました。数に勝る源氏勢は，先鋭が鶴の首のように伸びて平氏軍の急所を突いてきます。そこを守ろうとすると，鶴の翼のように広がった両端からあらたな軍勢が侵攻してきます。緒方勢はただ前進するだけの猪武者たちではありません。後年，大友宗麟がそうであったように大陸との貿易を熱心に進め，戦術にも戦略にも長けた最強を誇る戦闘部隊です。さしもの歴戦の強者を集めた平氏の軍勢ですが，勝ち戦の勢いに乗る源氏軍の攻撃を支えることができません。

　ついに，平氏軍の一角が崩れました。このときとばかり，源氏軍は我先にと馬を駆って激流のなかに飛び込み平氏の陣へなだれをうって突き進んでいきました。松風の関で背後を閉じられた平家軍は，退きながら隊形を整えなおすことができません。

もはや，なす術もなく，平氏の武将たちは次々に切り伏せられ川面を血で染めていきました。その惨状の凄まじさに，待井川や要川などが注ぎ込む川の名前が，血波川と名付けられたのです。

　勝敗のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きすう),帰趨)は決しました。

　矢尽き刃こぼれた平氏の武将たちは，傷を負った身で山の中に散っていきます。彼らには待っている家族があります。生きていれば，次の戦いに参加できます。

戦いには，負け方があります。潔く死ぬことを尊ぶ考え方は，講談の世界でのことでしかありません。現実には，しぶとく生き残る武将たちだけが最後の栄冠を手にしています。源頼朝・足利尊氏・織田信長・徳川家康など，幕府を自らの手で開いた歴戦の勇者たちは，例外なく負け戦を経験しています。

武士の時代がいよいよ始まろうとする鎌倉時代に生きた武将たちも，生き残ることが一番重要なことであることをはっきりと認識していました。

　敗走する平氏の武将たちは，戦いの場で背後から矢が飛んでこないことの意味を知っていました。

菊池隆直は関所を閉めただけで，平氏に対する戦闘体制をとってはいなかったのです。菊池隆直は，安徳天皇および平氏の高官たちを受け入れれば将来一族の首が刎ねられるかもしれないので関を閉めて拒否の意思を明示せざるをえませんでしたが，高い位についていない平氏の武将たちについてはとくに追討をしない方針をとっているということを暗黙のうちに示したといえます。

関所を通ることはできないが，そこを避けて菊池の領地に逃げ込めば，源氏の包囲網をくぐり抜け姿をくらますことができる！

こうして，平氏の武将たちは鎧兜を脱ぎ捨てて険しい山に入っていきました。

　戦場となった河川敷から山をこえて肥後へと続く道は，大きくわけて３本ありました。

　１つは，亀谷（高田町）から山には入る道です。

　１つは，真弓（山川町）から獣道を伝って三加和町の和仁に抜ける道です。

　残る１本は，桜峠から鹿伏・桐葉へと向かう山越えの道です。

　これらの道は，ときには里の者たちも使う比較的緩やかな道です。鍛えられた脚ならば，数時間で越えることができます。

　平氏に同行してきた７人の女官たちは，桜峠へと続く川沿いの道筋を辿りましたが，前途はあまりにも多難です。

最も心を痛めたのは，戦場を離脱できたとしても，その後の生活が保障されていないということです。武将たちは，肥後国へと逃げればその後は家路につくことができます。あるいは，荒れ地を開墾してそこでほとぼりが冷めるのを待てば，再びチャンスが巡ってくることもあるでしょう。この時代の武将たちは，保元・平治の乱のときのように一族が両軍に分かれて戦うこともしばしばありました。負けたときに一族全滅の憂き目にあわないようにとの配慮からです。負け戦に備えてあらかじめ必要な手を打っておくのも，武将たちの才覚でした。

しかし，都育ちの女官たちには，身を隠す家もなければ頼りにする係累もありません。

　真弓に向かうか桜峠へ向かうか，山法師を先頭にした平氏の武将たちは一瞬判断にためらいが生じました。

　その瞬間に，聡明な女官たちは自分たちの運命を覚ったのです。

　ここから先は，自分たちが生きていける世界ではない！

もし生きていこうとすれば，卑賤な者に身をやつさなくてはなりません。それは，ここまで逃げてくる間に高貴な姿のままで死んでいった他の女官たちのことを考えても，できることではありません。女官たちにとって，山里での暮らしはあの世の生活よりも遥かに遠いものと感じられたに違いありません。

目の前には，瀧があります。

　ひとりの女官が，意を決したように立ち上がりました。そして，東に向かって伊勢の大神に祈りをささげました。

＜どうぞ，幼い帝をお守りください！＞

　西に向かって，阿弥陀如来に祈りをささげました。

　＜どうぞ，戦いに散っていった敵味方の多くの武将たちを極楽の浄土にお迎えください！＞

　源氏の追っ手が，すぐそこまで迫っています。退路を確保するために身を挺して守っている平氏の武将たちの力も尽きようとしています。

　この女官は，静かに目をつぶり瀧壺に身を投じました。

　残る女官たちは，小さな叫び声をあげました。しかし，その後，全員がそれぞれ東と西に手を合わせ次々に瀧に身を投じていきました。滝壺には，美しい花のように女官たちの衣類だけが浮かびました。

　平氏の武将たちは，この悲しい光景をただ見ているしかありませんでした。

　運命を悟ったものたちは，振り返ることをしません。

武将たちは，瀧に向かって手を合わせ，ひとりふたりと山の中に姿を隠していきました。今までは平氏の一員として戦ってきましたが，鎧兜を脱ぎ捨てた今からは生き延びるためのたったひとりの戦いが始まったのです。

平氏の残党にとって一縷の望みとなった菊池隆直自身は，源氏－平氏－源氏といくたびも陣営を移りましたが，卑怯な心からそのような振る舞いをしていたわけではありません。領主の判断に，領地内の人々の命がかかっています。負ければ，自分の首が晒されるだけではすまないのです。子供たちも同じ運命にあい，領民たちは土地を奪われ奴隷の身分に落とされる者も出るでしょう。場合によっては，領主の横で首を晒されることだってあるのです。それが，この時代の掟です。

勝ったものが領地を得ると言うことは，負けた者が財産すべてを失い，新しい領主に隷属することを意味していました。

菊池隆直は，武士の情けを知る天下の名将です。しかも，大宰府までは自分たちと同じ陣営にいました。非道なことをする武将でないことは誰の目にも明らかでした。

さて，山へ逃げ込んだ平氏の武将たちは，その後どのような運命をたどったのでしょうか？

亀谷の奥に逃げ込んだ武将たちは，そこからさらに３つの方向へと活路を見いだしました。

一群は，大牟田の釈迦堂へと抜けていきました。この地は平家方武将美気敦種の縁があり，そこに中にはそこに住み着く者もいました。釈迦堂が建てられたのは、文治２年(1186)。壇ノ浦の合戦で敗れた平清盛の孫維盛が三池の大谷に隠れ住み、その後出家をして入道阿闍梨静空と称し、この堂に住んだとも言われています。

釈迦堂の山の頂上には，聖なる池があり，旱(ひでり)のときにも涸れないので有名です。

亀谷の奥に洞穴をつくり，そこに住み着く者もいました。

彼らは，昼は身を隠し，夜は里に出て人々と交流しました。「平」の身分を明かすことができないため，「坂梨（さかなし：坂がないから「たいら」）」と名のりました。やがて，世の中が落ち着くと平の里に住み着くようになりました。

これは，鎌倉幕府が厳しく落人を追い求め殺すことはしないという方針をだしたからです。そもそも，源平の戦いの後に現在の福岡県の三潴郡を治めた和田義盛も，平氏の血筋を受けています。源氏側が勝利を収めたからといって，平氏がことごとく滅亡したわけでありません。むしろ，北条一族をはじめとする関東の平氏は勢力を伸ばしていきました。そのようなこともあって，平氏の残党であってもしばらくして世の中が平和になると，荒地を開墾して住み着くものが現れても不思議ではありません。

ところで，「坂梨」という姓は，阿蘇系豪族の由緒ある名前です。勝手に名のることは許されません。実際，肥後国では阿蘇の坂梨町をはじめとして三加和町や菊水町などの交通の要衝に一族が住んでいます。もちろん，今でも地元の名士として活躍されています。

高田町平（でーら）は，今ではほとんど知られていませんが，清水寺から三池へ抜ける道が通っていて，巡礼や交易の道として機能していました。また，平は，松風の関から有明海へと続く道筋にもあたっています。このような重要な地を，名族である坂梨家が押さえたという事情があったと考えられます。

平氏は，天皇の血を引く名門です。阿蘇系の豪族は，平家の血筋を受け入れることに積極的です。それは坂梨家も同じでした。そのような事情もあって，平の平氏一族は，坂梨一族と手を結び現在に至ったのだと考えられます。

平の集落を見下ろす丘には，現人神様がお祀りされ，現在でも４月１６日に例祭が催されています。

また，平益信・平高矩・平正勝・平清貞・平親英・平政直の六騎は，高田町から海へと逃げて，柳川に住み着きました。彼らは，日々のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かて),糧)を得るために漁に出るようになりましたが，武士としてのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうじ),矜持)を保っていたため「漁士」と名のります。六騎が住んだことに因み、この地を「六騎」と呼ぶようになりました。

現在の六騎神社は，北原白秋の父である長太郎たちによって建てられました。白秋は『思い出』のなかで，自分が平家落人の里で育ったことを述べています。ただし，白秋自身は，平家の末裔ではなく，菅原道真の血筋を考えていたようです。

六騎にある大神宮の北側には，観音菩薩が安置されています。この仏様こそが，京都の清水寺・瀬高の清水寺と，同木３体とされるお観音様です。瀬高清水寺の観音菩薩像が一番根元に近い部分の木で作られているため，この地を本吉と呼ぶようになりました。

真弓の里から和仁へと抜けていった者たちは，そこから肥後の国へと落ち延びてゆきましたが，そこに住み着くものもいました。南北朝のころに，この地には万里小路藤房が住み，京都で暮らしていたころのことが忘れられなくて，地名に京都風の名前を付けて昔を偲んだといわれています。

桜峠を越えて鹿伏・桐葉に出た平家武将たちの中には，その地に住み着く者もいました。白木では，安徳帝８００年祭が営まれました。

平家武将たちのなかには，鹿伏からさらに松尾明神に向かい，そこで祈りをささげた後に，山の道をたどり肥後岩村（三加和町）へと抜けていった者もいました。

その一群を率いていたのは，荒巻大膳でした。

荒巻大膳は，川の反対側の崖下に小さな祠を建て戦乱の犠牲となったすべての人々のために祈りをささげました。

やがて，この地には平氏ゆかりの人々が集まってきました。

そこで彼は，岩川のほとりに阿蘇神社を勧請しました。この神社は，菊池隆直によって再建された阿蘇神社の下流に建てられています。名前のとおり貧しい村にふたつの阿蘇神社があるのは異例と言えますが，それには次のような理由があったからです。

菊池一族と阿蘇系豪族は手を携えあって，１１世紀以降の肥後の国を制覇した間柄であって，阿蘇信仰はこの地方では特別な意味合いを帯びていました。荒巻大膳は，阿蘇神社を信奉することを誓い，菊池一族に恭順の意を表することでこの地に住みつこうとしたのでありました。逆に、菊池氏が荒巻大膳に対して阿蘇神社建立を認めたということは，平家武将がそこに住み着くことを許可したことを物語っています。

しかし，三加和町でも，平家の悲劇は続きました。豊前街道の光行寺（肥後の殿様の休憩所）から上へ続く道は長い切通しになっていますが，ここは平家武将が腹を切ったところとされ，「腹切坂」と名づけられました。また，板楠の淵では平家武将が身を投じたとされています。

さらに悲劇が起こります。平家を追ってきた梶原一族は，鎌倉幕府の中で地位を保つことができずに滅ぼされてしまい，自分自身が落人の身分になります。そして，板楠の地に住み着きました。

こうして，３本の川が流れる三加和町には，それぞれの川に平氏由来の地名や伝承が残ることとなりました。

さて，それからしばらくたって，諸国を巡り歩いているひとりの僧が源平の古戦場所を訪れました。そして，次の歌を詠みました。

　小萩より ゆすり出でたる　要川

　　　　　扇の高さ 波やたつらん

　【歌の意味】

　　　萩の生い茂るこの河原で，源氏と平氏とは互いの夢を追い求めて，命をかけて戦った。そして，負けた平氏はもちろんのこと，勝った源氏も多くの命を失った。

　　　すべては諸行無常の道理のままに，川面に浮かぶうたかた（泡）のように儚く消え去り，今は地蔵尊だけがこうして秋の風の中に立っている。

　　　この地蔵尊は，地蔵の通例にのっとり，迷える衆生を救うために地中から身を揺すりながらこの地に出現したが，地蔵の立っているこの地こそ，源氏と平氏とが弓を射かけた古戦場である。

　　　この川をはさんで，両軍はどのように戦ったのであろうか？

　　　もしや，那須与一のように扇の的を川に浮かぶ舟にとりつけて，ここを射てみよと，そんなことでもしたのであろうか？

　　　ああ，あのとき，もしや扇の高さまで波が高くなっていたら那須与一が的を射ることがなかったのであろうし，そうでれば源氏と平氏とが悲しい戦いのあげくに互いに血を流すこともなかったに違いない。

運とはいえ，人の世はなんと不条理に満ちていることか。

　　　昔，平清盛さまとともに北面の武士として院の守りについていたこともある自分は，俗世間の塵を厭い出家をして諸国を巡り歩いたが，ますます仏の法がわからなくなるばかりである。

　　　いったい，人の世の救いとは何であろうか？

エピローグ

　豊前街道をゆく者は，誰もが要川古戦場の閻魔堂や地蔵堂で往時を偲びつつ手を合わせました。

平に住みついた平家武将の末裔は，古戦場を見下ろす丘の上に現人神を祀り，毎年４月１６日に供養を行い現在に至っています。

筑後平野でもっとも高い山である金甲山の水源に住みついた平家武将の末裔は，岩壁を削りそのわずかな土地に家を構え，山の上から里の豊穣を見守ってきました。とくに旱の時には，金霊泉を清め烽火を天高くあげてきました。

平家武将の血で染まった源平の古戦場を，地元の人は「平家の本」と呼ぶようになりました。この地名は，現在は消滅しています。またこの地には，「平家塚」を設けて鎮魂の祈りが捧げられました。

西行は，荒尾市の樺に庵を結んだともいわれています。

【参考】　瀬高と長洲に伝承が残っています。（『山家集』1450腹赤）

　　　　　　　腹赤釣る おほわださきの うけ縄に 心かけつつ 過ぎんとぞ思ふ

　　　　　　　「おほわださき」：瀬高から黒崎の突端で，高良大社の海？

　　　　　　　樺（荒尾市樺［三池～玉名往還］）に「西行の墓」がある（肥後国史）。

　　　　　　　現在，所在地不明。

境界の軍談[松風の関]

参考資料
山川町は，筑後の南のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はし),端)にあり，豊前の国（福岡県東部と大分県北部）から肥後の国（熊本）へ通じる豊前街道が通っていました。

九州を代表するこの街道の上では，いろいろなドラマが展開されました。

①戦国時代末期には，九州（薩摩）討伐に向かう太閤秀吉が通りました。

②西南戦争では，南関町に政府軍の本営が置かれました。

③南関のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほかめ),外目)で生まれた北原白秋が，駕籠に揺られて柳川に帰っていきました。

　また，室町時代初期には，万里小路藤房がこの付近に住んでいたと言われています。

　さて，８００年以上も昔のことです。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くにざかい),国境)の「松風の関」の北側で，平氏と源氏が命をかけて戦いました。

近代における環境の変化にともなって，山川町の平家物語もしだいにわからないところが目立つようになりました。

そこで，山川町教育委員会を中心に，昔の形を復元する試みが始まりました。

ここで紹介する「松風の関の平家物語」は，とりあえず作成した第一原稿であって，決定版ではありません。これから，地域にお住まいの方々の協力を仰ぎながら，さらに良いものを作っていきたいと願っています。

「こんな話がある」「こんなものがある」という情報をお持ちの方は，ぜひ山川町教育委員会までご連絡ください。

とくに，次のことについて何かご存知でしたら，教育委員会までご連絡ください。

1 剣伝説：昔，山川町の飛び地であった平デーラ（現在は，高田町）に剣があった？

2 自分の家系は，平家である！

3 自分の家系は，梶原である！

4 谷軒ばあさんについて，こんな話があった。

5 谷軒ばあさんの秘薬を使ったことがある。（持っている！）

6 谷軒のいっちょねがいのお地蔵様に，こんな話がある。

7 山の奥に，こんな石の塔がたっている。

8 昔，山に洞窟があった。

9 要川公園の［射的橋］について，こんな伝承があった。

10 要川公園のしたあたりに

Ⅰ－①［治承・寿永の戦い］の概要

今から，およそ８００年昔のことです。

日本の国では，「治承・寿永の戦い」と呼ばれる大きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いくさ),戦)がありました。

この戦を経て，貴族が栄華をきわめた平安王朝がしだいに衰えていき，武士が活躍する鎌倉時代へと時代は移っていきました。

一般的には，この戦いを「源平の合戦」と言います。しかし，源頼朝を補佐した北条一族が平氏の血を引くことからも明らかなように，必ずしも源氏と平家とが二つに分かれて戦ったわけではありません。むしろ，自分たちの権利や利益を獲得しようとした武将たちが，それぞれの陣営について戦ったという方が適当でしょう。

西の武将たちは，京都の六波羅で太政大臣の地位にあった平清盛を中心に結束しました。しかし，養和元年（1181)に平清盛が病で亡くなり，急速に力を失っていきます。とくにこの年から翌年にかけて西国は大飢饉に襲われたため，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みやこ),京)には餓死者があふれました。このような混乱が，平氏没落の大きな要因となりました。

これに対して， EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おご),驕)る平氏に不満を持ち全国で反乱を起こしていた武将たちは，関東を征圧した源頼朝のもとに集まり平家政権に対抗しました。安徳天皇が松風の関を越えるのを阻んだ菊地隆直も，始めは源氏方の陣営に加わっています。（菊池隆直は，その後平家の軍勢に入り，最後には平家から離れて菊池平野にたてこもります。あとでも述べますが，このような菊池勢の動向を非難することはできません。武将たちは，一族だけではなくそこに住む人々の運命をも担っています。負ければ，そこに住んでいる人たちにも災いが及んでしまいます。勝ち残ることが，戦国武将たちに課せられた役目でした。）

さらに，源頼朝のもとには，奇襲戦法にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),長)けた源義経や侍所別当和田義盛たちが加わり，次第に源氏有利な戦況へと推移していきます。

「治承・寿永の戦い」で平氏が大きな痛手を蒙ったのは，寿永２年５月（1183）越中の礪波山（倶利伽羅峠）の戦いでした。このとき，木曽義仲は牛の角に松明を灯して突進させ，平家軍を散々に撃ち破ったと伝えられています。

この戦で勢いに乗った木曽義仲は，京をめざして駆けのぼっていきます。平家一族を統率する平宗盛は，７月２５日に安徳天皇や建礼門院をおつれして西海へと落ちていかなくてはなりませんでした。その後，京には木曽義仲・行家が入り，後白河法王から平家追討の院宣をもらっています。

８月２０日には，後白河法皇の命令によって後鳥羽天皇が位につき，世の中に二人の天皇がいるという混乱の時代に突入していきます。

８月２６日，平宗盛を中心とする平家一門は，安徳天皇をお守りしながら大宰府に到着しました。

しかし，この間，平氏は源氏に対して敗退し続けていたわけではありません。

平氏一門追討のため木曽義仲が西国へ向かいましたが，閏１０月１日に平重衡が備中国水島で撃退しています。また１１月２８日には播磨国室山で，平重衡が源行家を討ち破っています。

戦況は，まだ混沌としていました。

安徳天皇が到着した頃の大宰府は，どのような状況だったのでしょうか？

大宰府は，保元３年(1158)に平清盛が大宰大弐に任ぜられ，弟の頼盛も仁安元年(1166)にその職に就いています。当時は大弐になっても現地に着任しないことが多かったのですが，頼盛は大宰府に赴き政務を執っています。大宰府だけではなく，平氏一門は九州の筑前・豊前・肥後・壱岐・薩摩などを知行国として治め，そこには平氏の家人が受領や目代として赴任し在庁の官人や郡司層の把握に努めていました。

清盛や頼盛が大宰府の大弐という職を強く望んだ理由は，外国貿易による利益を手に入れることにありました。貿易を重視したことにより，瀬戸内海や東シナ海で活躍していた松浦党など「海の武士」と称される人々も平氏一族と近い関係を築くこともできました。

そのような事情から，大宰府は平氏一門にとって最も重要な拠点として意識されるようになっていたのです。九州の豪族たちも平氏を支持し，安徳天皇が大宰府に落ちてきたときには，安楽寺別当の安能が迎えに出ています。

この時点で安徳天皇一行は，行く末に平氏の滅亡があるとは夢にも思っていなかったことでしょう。

平宗盛らとともに大宰府に入った安徳天皇は，夏を過ごしながら肥後（今の熊本）へ向かう日を待っていました。

肥後には，菊池隆直という勇猛な武将がいました。菊池隆直は，現在の菊池市に住み，阿蘇神社と手を結び菊池川流域を中心に勢力を拡大していました。

この菊池隆直は，治承４年（1180）平家に対して反乱を起こしています。養和元年(1181)４月１４日平宗盛が菊池隆直追討を命じられ，８月３日平貞能が鎮西に派遣され菊池隆直討伐に向かいました。そして，寿永元年(1182)菊池隆直は平貞能に降伏しています。

これらの事件は，菊池隆直が菊池一帯の領主として，一族や領民がともに生き残る道を必死に探していたことを物語っています。

さて，その菊池隆直は，大宰府にいる安徳天皇に次のように言いました。

「筑後から肥後へと行くためには，大津山の関を通らなければなりません。幸いにして，関の向こうは私の領土です。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みかど),帝)より先に私が肥後国へまいり，関を開けてお迎えしましょう」

もちろん，安徳天皇や平家の武将たちに異論はありません。さっそく菊池隆直は，家来の武将たちを引き連れて大津山の関の向こうに引き上げていきました。

しかし，その後，関を閉じて安徳天皇をお迎えする気配がありません。

戦いというのは，いつの世でも非情なものです。負ければ，財産を奪われ，時には奴隷として連れ去られます。抵抗すれば命を失います。

菊池隆直は，自分の領内に住む多くの人々の命や財産を守る責任がありました。領主は，ただ武力によって領地の支配をしていたわけではありません。領内の人々とともに，五穀豊穣（お米をはじめとする農産物が豊かに実ること）・国家安穏（国や家々が平和に幸せに暮らすことができること）を祈り，お互いに協力しあって生きていました。好き勝手に非道なことをすれば，やがて国は滅びてしまいます。賢明な領主である菊池隆直はそのことをよく知っていました。

菊池隆直は，義理と人情との板ばさみになり困り果てました。

安徳天皇にとって自分は唯一の生きる望みです。しかし，安徳天皇に味方をすれば，戦いに参加をした武将はおろかその家族まで滅んでしまいます。確かに平氏は木曽義仲の進軍を止めていますが，武将の眼から見れば平氏の敗北は明らかでした。緒方一族は，早くも安徳天皇一行を攻めることで，武勲を得ようとしています。このまま安徳天皇一行と手を組めば，菊池の一族は緒方一族によって皆殺しの目に遭い，領土は奪われ，民は重い税に苦しむことになります。

菊池隆直は，領主として国のため家のために安徳天皇と袂を分かつことを選択するしかありませんでした。

さて，大宰府に籠もる安徳天皇のもとに，緒方惟能が攻めてくるとの連絡が入りました。

まず緒方勢の先遣隊が攻撃を仕掛けてきました。田主丸の戦いです。このときはどうにかしのぎましたが，菊池隆直の離脱などもあり平家方の体制は整うはずもありません。

10月20日，いよいよ藤原頼経と緒方惟能とが，豪雨の中を博多から攻めてきました。夜襲をかけられた平氏武将たちは，取るものもとりあえず命からがら緒方勢から逃げていきます。

有力な武将は，一人で闘うわけではありません。お供の従者が数名つき，馬も持っています。世話をする者も必要です。そのような戦闘部隊を長期間にわたって維持するためには，人間や馬の食料を確保しなければなりません。

勝ち戦の時はともかく，負け戦になれば状況は悲惨をきわめます。落人として野山をさまよえば，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かくま),匿)ってくれる者もいません。馬や鎧を奪われたり命を狙われたりすることもありました。

緒方惟能に追われた平家方の武将たちは九州の南へと逃げていきましたが，安徳天皇や平氏一族に救いの手を差し伸べる者はもはや誰もいません。水城の関をぬけて緒方軍が攻めてくる北へ裏道を辿っての逃避行でした。

幼い天皇を守りつつ，一行は雨の中をはだしで山鹿城まで辿り着きました。ここで原田一党が離れていきます。

有力な武将たちから見放された安徳天皇一行は，ついに多くの小船に乗り，夜通しかかって豊前国柳が浦に渡りました。

Ⅲ―ⅱ 資料②：［松風の関の平家物語］の前提となるプロットとそれに関する注釈

1) 京・田舎にふたりの王は在（まし）ましけれ【平家物語「名虎」】

安徳天皇（平氏一族）は，大宰府まで落ち延びてきた。都では，後鳥羽天皇が即位。二人の天皇が並び立つことになった。

2) 菊池二郎隆直は，「大津山の関あけてまいらせん」とて肥後国にうち越えて，をのれが城にひッこもり，召せども召せども参らず。【平家物語「名虎」】

3) 緒方惟能，大宰府を急襲。

惟義ハ三万余騎ヲ卒シテ，博多津ヨリ押寄テ，時ヲドゝ造リタリケレバ，平家ノ方ニハ肥後守貞能ヲ大将軍ニテ菊池，原田ガ一党ヲ被2指向1テ防戦ケレ共，大勢攻懸ケレバ取物モ取敢ズ，大宰府ヲコソ落給ヘ。主上ハ舁輿丁ナケレバ，玉ノ御輿ニモ不レ奉。

（『源平盛衰記』美濃部重克・榊原千鶴校注，三弥井書店）

4) 雨の中を安徳天皇一行は大宰府を去り，水城の関から北へ向かい，筑前山鹿へ向かう。

4-1) 原田種直，安徳天皇から離脱。

4-2) 安徳帝は豊前国柳へ（『盛衰記』）。

5) 大宰府まで同行してきた平氏方武将は，北上することなく南へ散る？

・武将と家人たちは，人馬の食糧確保や陣を張るための場所の確保ができない。

・緒方一族や菊池一族に明らかなように，求められているのは勝ち残ることであって，平家に忠誠を尽くすことではない（注５）。

6) 筑後平野各地に平氏方武将の伝承が残る。

7) 肥後国三加和町に，菊池隆直と平氏武将荒巻大膳とがそれぞれ阿蘇神社を勧請。

Ⅲ―ⅲ 資料③：［松風の関の平家物語］のプロットとそれに関する注釈

ここで語られる平家物語は，山川町や高田町で暮らす人々の歴史的由来を説き，信仰の源を明らかにする。

1) 平氏方武将は，大宰府から北へ進路をとる安徳天皇一行とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たもと),袂)を分かち，女官たちを伴い肥後に向かって南進した。

1-1) ある者は，黒木・白木へ（険路）［平家落人伝承あり］

1-2）ある者は険路を避け，街道を通り大津山の関へ向かう（平坦な道）

1-3) ある者は，大津山の関を越えることができず待居川に陣を敷き，源氏との決戦に備える。

1-4) 障子岳で遠見

1-5) 物見塚から物見

2) 瀬高清水寺の僧兵は平家方に味方をする。

3) 緒方惟能，僧兵がたてこもる清水寺に火をかける。

清水寺の寺伝：緒方・龍造寺によって焼かれる。

4) 平家方武将，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うんか),雲霞)の如く押し寄せる源氏（緒方）を確認。

5) 平家方武将は，待居川で源氏軍を待ち受ける。

　→ よって今，川の名を「待居川」という。

6) 互いに矢を射かけて，戦いが始まる。

　→　よって今，この橋の名前を「射的橋」という。

7) 川が平家方武将の血で深紅に染まる。

　→ よって今，川の名を「血波川」（現在，「飯江川」）という。

8) ２本の川の真ん中，街道の道筋に沿って川が流れている。

→ この地形を扇に見立てて，要川と名付けた。これは，那須与一の故事を受けての命名である。

9) 戦いに敗れ，平家方７人の女官は，桜峠に向かって待居川を遡る。（７人落ち）

9-1) 一行は，大きな瀧ある場所に来た。

9-2) 眼前に聳える山々に前途を絶望し，７人の女官は次々に瀧にとびこんだ。

 　　瀧壺には，女官たちの華やかな衣装がまるで美しい花が散ったように広がった。

9-3) ６人の女官は滝壺に水没。神になった。

9-4) １人の女官は，下流に流され神になった。

9-5) 瀧壺から少し離れたところに，十三仏が祀られた。

10)　里の人々は，７人の女官の御霊を祀るために神社を建てた。

10-1) 上流（瀧の上） ： 山川町「七霊宮シチローサン」

　　五穀豊穣

　　祈雨（ナマズ信仰／阿蘇信仰）

　　　雌雄２体のナマズ　和合（豊穣のシンボル）

　　　旱魃の時には，若者がナマズを抱いて瀧に飛び込む。

　　皮膚病に霊験あり

（潜行した安徳天皇が皮膚病で没したとの伝説がある。ただし，この地にはそのような伝承は認められない）

10-2）下流（海の開口部） ： 高田町海津「七霊宮」

　　海津カイヅ阿蘇神社

（中央に阿蘇神社・向かって右に生目八幡宮・左に七霊宮）

　　生目八幡が祀られていることから，琵琶法師などの盲目の芸人たちが活躍していたことがうかがえる（近世に建立）。

　　ただし，七霊宮は，海津阿蘇神社より少し上流にもあり，こちらが本来の宮であろう。

　　もともとは，川の祓いであったか？（cf. 賀茂川　「七瀬の祓い」）

祭りや旱の時には，海津から若衆が川上の七霊宮に参拝

　【参考】

	７人の姫君が戦いの犠牲になって入水。一人は下流に流されて祀られる。

御霊を祀った場所は，豊穣（家・一族・地域）を祈る場所となる。


このようなプロットは，大津山関の南北両側にある。

a) 北側（福岡県山川町・高田町の七霊宮伝承）

b) 南側（熊本県三加和町の和仁石宮ワニイシサン伝承）

→　http://rizardon.com/~nakai/

　　阿蘇信仰圏内における「７人の姫君の悲劇」に関する考察は， 仲井克己「筑後と肥後の七霊宮――七人の姫君の悲劇――」（帝京大学福岡短期大学紀要13号,p.33-57,2001年）を参照のこと。瀧の上に阿蘇系神社が建っているという共通点がある。

11) 生きることを選んだ平氏武将

要川の合戦に破れた平家武将たちは，山や海へ逃げる）

　　山や海は，行き止まりではない。

　松風の関を迂回するルートは，山の道（３本）と海の道とがある。

11-1) 高田町平デーラ

巡礼の道（円仁系の寺である瀬高清水寺と三池普光寺とを結ぶ）の要衝に位置する。ここから山道になる。集落の入り口を地蔵菩薩が守る。

　　現人神を祀る（４月１８日ころに赤旗を立てて祭礼を行う）

　　要川の決戦の後，亀谷の奥に潜む。

　　昼は隠れ，夜は里に出る。

　　「平家」と名のることができないため「サカナシ」（坂がない＝平）と称した。

　　現在も，平には坂梨姓の人ばかりが住む。

　　　　坂梨姓 ＝ 阿蘇系豪族として名高い。

　　　　三加和町や久井原などにも坂梨家は阿蘇神社とともに進出。

街道筋の主要な地域に居を占める。

高田町平を通る「巡礼の道」

瀬高叡興寺（曾我兄弟・虎）～瀬高清水寺（円仁）～虎坂～地蔵堂［赤星］～平～吉野釈迦堂（平家）～三池普光寺（円仁）

11-2) 六騎の武将は，高田町から水路で柳川沖端へ。よって今，その地を「六騎」という。

六騎の地は，白秋の育った漁師町。白秋の父長太郎が六騎神社建立に参加。

　　六騎：難波・浦川・加藤・是永・鳴海・若宮（現在も住んでいる！）

　　　　沖端オキノハタの川の向こう岸（正段島）まで，和田義盛が支配？

　　　　沖端大神宮は，平氏の勧請。

　　　　大神宮裏にある観音堂の観音菩薩像は，瀬高清水寺・京都清水寺と同木三体。

　　　　　→ 信仰と伝承

　　　　　　 沖端は，柳川城の外に位置し，港町（貿易港・漁港）として賑わう。

11-3）桜峠から白木・桐葉・鹿伏へ（立花町の「平家の里」）

　　　　安徳天皇８００年祭（亀蛇・北斗信仰）を執り行った。

　　　　松尾神社（白蛇様）　金甲山（お牧山頂上）～立花町松尾大社～三加和町岩

11-4）大津山の関の手前で東に入り山へ

現在の真弓の里（源平の時代には無人）～三加和町和仁（万里小路藤房）

　　　参考［万里小路藤房伝承］　亀谷・要川古戦場・真弓・和仁

　　　　三加和町　３本の川

　　　　　和仁川　田中城（和仁合戦）

　　　　　十町川　梶原伝説

　　　　　岩村川　２つの阿蘇神社に松尾神社

　　　　　　　阿蘇神社：菊池隆直

　　　　　　　阿蘇神社：平家家臣　荒巻大膳

　　　　三加和町の平家伝承の特質

　　　　　①菊池隆直と平家武将荒巻大膳とが，岩村川沿いにそれぞれに阿蘇神社を勧請

　　　　　②平氏と梶原氏とが，ともに落人として土着

11-5) お牧山（金甲山）頂上の裏側にある水源の谷に隠れ住む

　　　　谷軒タンノキ
　　　　［万里小路藤房伝承］とも交錯？

12) 西行法師が要川の古戦場を訪れ鎮魂の歌を詠んだ［敵味方供養］。

　　　小萩より ゆすり出でたる　要川

　　　　　扇の高さ 波やたつらん

　　　・地蔵信仰

　　　　　→　賽の河原地蔵和讃は，谷軒に住む加藤信一郎も小さいときから聞いていた。

　　　・地名の「要川」を読み込む

　　　・筑後川（里）から見て，橋（射的橋）を越えた向こう（国境側）の話

　　　・「要」，「射的（弓）」から「扇の的」を連想？

　　　・「扇の的」玉虫の里は，熊本県御船川（上流に七瀧神社がある！）にある。

・西行伝承

　　　　　瀬高と長洲に伝承が残っている。（『山家集』1450腹赤）

　　　　　　腹赤釣る おほわださきの うけ縄に 心かけつつ 過ぎんとぞ思ふ

　　　　　　　「おほわださき」：瀬高から黒崎の突端で，高良大社の海？

　　　　　樺（荒尾市樺［三池～玉名往還］）に「西行の墓」がある（肥後国史）。

　　　　　現在，所在地不明。

　【歌の意味】

　　　萩の生い茂るこの河原で，源氏と平氏とは互いの夢を追い求めて，命をかけた戦いをした。

　　　しかし，諸行無常の道理のままに，すべては川面にうかぶうたかた（泡）のように儚く消え去り，今は地蔵尊だけがこうして秋の風の中に立っている。

　　　この地蔵尊は，地蔵の通例にのっとり，迷える衆生を救うために地中から身を揺すりながらこの地に出現したに違いない。

　　　地蔵の立っているこの地こそ，源氏と平氏とが弓を射かけた古戦場である。

　　　この川をはさんで，両軍はどのように戦ったのであろうか？

　　　もしや，那須与一のように扇の的を川に浮かぶ舟にとりつけて，ここを射てみよと，そんなことでもしたのであろうか？

　　　ああ，あのとき，もしや扇の高さまで波が高くなっていたら，那須与一が的を射ることもなかったであろうし，そうなれば源氏と平氏とが悲しい戦いのあげくに互いに血を流すこともなかったであろうに，人の世はなんと不条理に満ちていることであろうか。

　　　昔，平清盛とともに北面の武士として院の守りについていたこともある自分は，出家をして諸国を巡り歩いたが，ますます仏の法がわからなくなるばかりである。

13) 豊前街道をゆく者は，要川古戦場の閻魔堂や地蔵堂で往時を偲びつつ手を合わせた。

　　閻魔堂は，現在もある。

14) 平に住みついた平家武将の末裔は，古戦場を見下ろす丘の上に現人神を祀り，毎年４月１６日に供養を行ってきた（現在も続く！）。

15) 筑後平野でもっとも高い山である金甲山の水源に住みついた平家武将の末裔は，里の豊穣を見守りつつ旱の時には金霊泉を清め，烽火を天高くあげてきた。

16) 平家武将の血で染まった源平の古戦場を，「平家の本」と呼ぶようになった。

　　旧地名として残っていたが，現在その地名は消滅。

17) 射的橋の北側（里）では，「平家塚」を設けて鎮魂の祈りを捧げた。

　　築地原家の田の中に現存。

　　未調査。

Ⅲ－ⅳ　資料④：松風の関の平家物語［平家物語の復元］

命からがら南へ逃げだした平家武将たちは，もともと九州に縁が深かったこともあり地縁血縁すべてを頼って黒木・白木・桐葉・鹿伏などへちりぢりになって逃げ出しました。しかし，京都からやってきた平家武将の中には落ち武者として山や森へ逃げることを選ばず，あくまでも平氏としての面目を保ちつつ正々堂々と闘うことで未来に希望を繋ごうとする一団がいました。この武将たちは，女官などをともなって筑後川を越え，豊前街道を南下してきます。そして，筑後や瀬高などを経て本吉の清水寺までたどり着きました。

清水寺は，円仁以来の法灯を守る由緒あるお寺であり，安徳天皇をいただく平氏軍に味方することに衆議一決をしました。この寺の僧兵たちは，山や海で荒々しい修行を積んだ山法師たちであり，山の道にも詳しい一騎当千の強者たちでした。

緒方惟能率いる源氏勢はついに清水寺まで押し寄せてきました。豊前街道の門前町として賑わいを見せていた本吉一帯は戦乱の修羅場に代わり，山城のように堅固な清水寺もついに火をかけられ燃やされてしまいました。

平氏一党は，松風の関の手前に陣を構えました。この関は，菊池隆直によって道が閉ざされていたからです。

ここが最後の決戦の場です。

平氏の武将や女官たちは，山を越えて逃げることはしませんでした。異国の地で落人狩りに怯えながら暮らすことは，想像を絶する屈辱と恐怖の日々であることがわかっていたからです。

平氏の武将たちが陣を構えたのは，三本の川が交わる河川敷の南側でした。

そこは，現在の要川公園です。

平氏武将たちは，物見塚の上に指揮所を設けました。そして，斥候を出すとともに，遠見役を障子岳に配置しました。

やがて，源氏軍到来の知らせがきました。障子岳の遠見からも，「雲霞の如く源氏軍が押し寄せてくる」との連絡が入ってきました。

安徳天皇は北へ向かい，その他の武将たちも黒木や白木方面へ散ってしまいましたが，ここに陣を敷いた平氏武将たちは士気も高く源氏に真っ向勝負を挑みます。

両軍は，待居川をはさんで対峙しました。

平氏軍と源氏軍，それぞれの陣営から戦いを告げる矢が放たれました。

いよいよ戦いの開始です。

両軍は川岸に陣取り矢を射かけ，敵の武将を狙います。

そして，優勢を誇る源氏軍は，鬨の声をあげて一気に平家方へ突撃を開始し，平家武将をさんざんにうち破って進みます。平氏の武将たちは次々に討たれ，川は血に染まって真っ赤になりました。

すでに勝敗の行方は明らかです。

七人の女官たちは，戦いの場から離れ桜峠をめざして川添いの道を落ち延びていきます。しかし，前途多難。瀧までたどりついた女官たちは，もうこれ以上逃げ切れないと悟りました。

女官たちは瀧の上で，東に向かって天皇の安泰を伊勢神宮に祈り，西に向かって阿弥陀に後世を祈り，次々に瀧壺に身を投じていきました。

それは，末期に咲く七輪の花のようにあでやかな，しかし悲しい光景でした。

六人の姫君は，そのまま瀧の神のナマズに変身し，里の者たちによって瀧の上にあるお宮に祀られました。一人の女官は，待居川を下流まで流され，海津で神として祀られました。

現在，瀧の上と下流の海津とに七霊宮が建っています。

生き残った平家武将は，落人となって待居川の戦場から散っていきました。

ある者は亀谷の奥に身を潜め，昼は山に籠もり夜になると里に出てきました。里の者が彼らに名前を尋ねると，「坂梨」と名のりました。この名前は，「平」は坂がないことからつけられた名前です。現在も，平（デーラ）の里には坂梨一族が住んでいます。そこでは，安徳天皇を偲んで現人神（あらひとがみさん）が祀られ，毎年４月１６日に赤旗を立てて法要が営まれています。

ある者は，高田町の港から船に乗って柳川の六騎に上陸しました。まず沖端のお観音様にお祈りし，大神宮を勧請しました。

現在，大神宮の境内には，平家の六騎を祀り六騎神社が建っています。この神社の創建には，北原白秋の父である長太郎も参加しています。六騎は，海で生活する武士という意味で，とくに漁士と書きます。

ある者は，桜峠を越えて今の立花町へと落ちていきました。この地には，白木・鹿伏・桐葉など平家由来の集落があり，８００年祭も営まれました。また，この奥の松尾大社に詣でて山道をたどって現在の三加和町へ（肥後国）抜けていった者もいました。その中のひとりが，荒巻大膳です。

平貞能の家臣であった荒巻大膳は，寿永２年（1183）に岩村川のほとりに阿蘇神社を勧請し，対岸に松尾の弁天様をお祀りしました。すぐそばには菊池隆直によって復興された阿蘇神社が建っています。みるからに貧しい岩村に二つの阿蘇神社が建っていることから，菊池隆直が平家の武将たちを受け入れていたこと，肥後の国では平家の武将たちを受け入れていたことがうかがえます。

ある者は，真弓の里から和仁へと抜けていきました。

またある者は，平から続く山の道を三池方面へ逃げ，吉野の釈迦堂に隠れ住みました。

さらに，筑後平野の一番高いお山深くに隠れた武将もいました。それらの者たちは，その後長く筑後平野の平和を祈りつつ水源の谷で暮らしてきました。彼らは，旱になって水が涸れると，お山の上の金霊泉を清掃し，大きな烽火を天高くあげて水乞いの神事を行ってきました。

さて，源平の戦いに終止符が打たれ世の中が落ち着くと，人々は源平の武将たちの菩提を弔うために待居川の河川敷に地蔵を祀りました。そこへ，諸国をめぐっているひとりの僧が訪れ，諸霊追悼の歌を詠みました。

　　小萩より ゆすり出でたる　要川

　　　　　扇の高さ 波やたつらん

この僧こそ，西行という有名な歌聖であり，諸国巡礼の旅を続けているのでありました。

Ⅳ．おわりに

　以上に示した「松風の関の平家物語」については，我々のチーム内部でも未だ意見の統一には至っていない。本稿で掲載したプロット・注釈・復元資料などは，仮に仲井が考えるところの［松風の関の平家物語］である。

とくに問題となっているのは，要川の戦いがあった時期である。

現行の［松風の関の平家物語］では，壇ノ浦の合戦のあととされているが，本稿では高田町史などに基づき安徳天皇が大宰府を追われた時とした。このことについては，松風の関の肥後側に位置する三加和町の伝承とも関連して考えるべきことであるが，そのことについては別稿を準備している。

もちろん，これらは，安徳帝がついに越えることのできなかった松風の関周辺で，平家物語がどのように語り継がれてきたかという問題なのであって，史実云々といった問題とは切り離して考察すべきである。

もちろん［要川の戦い］自体の考証もできていない状況にあり，時期の確定などについては今後の課題としたい。

今回の復元作業でとくに注目したのは，［西行］［射的橋］［谷軒］の３点である。

諸国一見の聖が橋を渡り聖なる空間にさまよいこみ歌を詠むという構成は，『保元物語』において西行が崇徳上皇の墓陵に参じ歌を詠むことと同様の意味を持っている。荒尾市樺の西行伝承などとも関連させつつ考察すべき問題であろう（注６）。

［射的橋］も，要川という特異な空間を構成するための必須条件である。正確にいうのであれば，［射的橋］は，旧道（豊前街道）に架けられた橋をいう。

筑後で一番高いお山である［お牧山］も文化的に重要な場所と言い得る。とくに［谷軒］が旱の時に金霊泉の祭祀権を持っていて，烽火を天高くあげていたことについては，村落共同体における平家伝承の位置づけをするうえで見落としてはならない点といえよう（注７）。

さらに，松風の関が南北朝における万里小路藤房伝承とどのように関連するかといった問題など，日本文化史のうえから看過できない問題が山積みとなっているが，それらについては地域の人々との交流を通してひとつずつ解決していくべき問題であろう。今後の課題としたい。

とりあえず復元作業を試みて，プロトタイプの提示をすることができた。多くの方々のご意見を承ったうえで，平家物語にとって最も重要な地点のひとつである松風の関に伝わる［松風の関の平家物語］について正確な復元に努めたい。

補注

1) 仲井・東・築地原「福岡県山門郡山川町の平家谷」説話文学会平成１７年度大会（於，名古屋大学野依記念会館）

2) ①加藤信一郎・牛島寿人・東竜雄・築地原正英・仲井克己,
「福岡県山門郡山川町の生活と伝承Ⅲ」
帝京平成大学紀要16巻1・2号(合併号9,p.105-114,2004年12月

②加藤信一郎・牛島寿人・東竜雄・築地原正英・仲井克己,
「福岡県山門郡山川町の生活と伝承Ⅱ」
帝京平成大学紀要15巻2号,p.35-46,2004年12月

③加藤信一郎・牛島寿人・東竜雄・仲井克己,
「福岡県山門郡山川町谷軒の生活と伝承」
帝京平成大学紀要15巻1号,p.49-55,2003年6月

3) 西光寺の薬師如来座像は，熊本県重要文化財指定。桧寄木造り。毎年正月に開扉。
4) ①仲井克己,
「筑後と肥後の七霊宮――七人の姫君の悲劇――」
 帝京大学福岡短期大学紀要13号,p.33-57,2001年

②仲井克己,
「肥後から筑後に至る遍路道の伝承と信仰」
 帝京大学福岡短期大学紀要14号,p.105-127，2002年

5) 近年，「武士道」に対する見直しが始まっている。そこでは，生きることに積極的な武士像が明確になりつつある。（cf.佐伯真一『戦場の精神史――武士道という幻影――』（NHKBOOKS998，2004年5月）

6) 信仰の道が，現在の車を中心とした道とは大きく異なっており，西行伝承が平家落人伝承や龍造寺に関する伝承と関連しつつ，巡礼たちが歩いたこの信仰の道によって繋がっていることについては，すでに粗々述べた。

　　→（注４）②

7) 九州各地を歩いてみると，実に多くの平家落人集落があることに驚くであろう。山だけではない。平家集落の多さでは，鹿児島県阿久根や熊本県天草なども同様である。

　　それらの集落は，［平家の血筋］をアイデンティティとすることで何らかの働きを村落共同体に対してなしえてきた。決して，山の中の孤立した集落ではなかった。山－里－海などが相互に補完しつつ文化を形成するなかで，平家落人の集落は大きな役割を担っていたのであった。

たとえば，お牧山の谷軒は，聖なる山に住み旱の時の祭祀権を持つことや，いっちょ願いの地蔵尊，さらに谷軒ばあさんなどの存在によって里の民と共栄してきた。それらのことに関して，現在までの基礎調査についてはすでに公開している。

[image: image1.jpg]


　　→（注２）①②③

境界の軍談 (Ver.A-3)


2005年11月09日


監修　山川町教育委員会 牛島寿人


東竜雄


制作　office NAKAI（代表：仲井克己）


� HYPERLINK "mailto:nakai@thu.ac.jp" ��nakai@thu.ac.jp�


http://www.rizardon.com/~nakai/


協力　加藤 信一郎


築地原 正英


堺 勝


  NET 佐藤 博樹





  連絡先　山川町教育委員会


福岡県山門郡山川町大字尾野1706－2


TEL 0944－67－0437





平家塚 （築地原氏 管理）








PAGE  
1

